
学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成３０年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

今後、コース長に点検を依頼する予
定である。

× ×

各コースから点検結果報告を受け、
研究科としてのFD研修会にて検討総
括した。

❍ ❍

十分実施している。 〇 〇

十分実施している。 ❍ ❍

教育臨床心理学コースで検討をすす
めている。

〇 〇

教育臨床心理学コースで検討をすす
めている。

❍ ❍

今後、教育学研究科における内部質
保証のための方針や手続きを策定す
る。

× ×

内部質保証に向けて、研究科として
の自己点検・評価実施要領、評価項
目を策定した。

❍ ❍

今後、教育学研究科における内部質
保証システムが有効に機能している
かを検証する予定である。

× ×

策定した自己点検・評価実施要領や
評価項目の妥当性をFD研修会で検証
した。

❍ ❍

教育学研究科ににおける諸活動の広
報は十分実施している。

〇 〇

教育学研究科ににおける諸活動の広
報は十分実施している。

❍

教育学研究科における内部質保証シ
ステムの適切性の定期的な点検・評
価を、今後行う予定である。

× ×

内部質保証に向けて策定した自己点
検・評価システムの妥当性を研究科
委員会、FD研修会において検証し、
改善の方向性を検討した。

❍ ❍

教育学研究科の組織構成の不整合を
解消するため、研究科委員会規程の
一部改正、教員資格審査内規の一部
改正を行った。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

教育目標に基づく学位授与方針の周
知や公表は十分にしている。

〇 〇

上記の通りである。通りである。 ❍ ❍

教育学研究科における教育課程の編
成方針・実施方針の周知や公表は十
分にしている。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
ての定期的点検を、今後実施する

× ×

内部質保証に向けた自己点検・評価
の一環として教育目標、学位授与方
針及び教育課程の編成・実施方針の
適切性についての確認した。

❍ ❍

教育学研究科としての教育課程の編
成・実施方針に基づき、必要な授業
科目を適切に設定し、教育課程を体
系的に編成している。

〇 〇

教育学研究科としての教育課程の編
成・実施方針に基づき、必要な授業
科目を適切に設定し、教育課程を体
系的に編成している。

❍ ❍

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を学則又はこれに準ずる規則等に
適切に明示し、教職員及び学生に周
知し、社会に対して公表する。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を実現していくため、将来を見据
えた中・長期の計画その他の諸施策
を設定する。

内部質保証の推進に責任を負う全学的
な体制を整備し、内部質保証のための
全学的な方針及び手続を明示する。

内部質保証の方針及び手続に基づき、
自己点検・評価を改革・改善に繋げる内
部質保証システムが有効に機能している
か検証する。

教育研究活動、自己点検・評価結果、財
務、その他の諸活動の状況等を適切に
公表し、社会に対する説明責任を果た
す。

内部質保証システムの適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

教育課程の編成・実施方針に基づ
き、学部・学科に応じたカリキュラ
ムマップやツリーを作成して、必要
な授業科目を適切に設定し、接続性
や順次性のある教育課程を体系的に
編成する。

［教育研究組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、適切な教育研究組織を整備す
る。

教育研究組織を適切に設定し、学術
の進展や社会の要請との適合性につ
いて、定期的に点検・評価を行い、
その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行う。

教育目標に基づく学位授与方針を設
定し、公的刊行物やホームページ等
によって、教職員及び学生に周知
し、社会に公表する。

教育目標・学位授与方針に基づく教
育課程の編成・実施方針を設定し、
公的刊行物やホームページ等によっ
て、教職員及び学生に周知し、社会
に公表する。

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て、定期的に検証する。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。

理念・目的を適切に設定し、その適
切性について、定期的に検証する。

教育学研究科の理念・目的の適切性
について検証する。

教育学研究科の理念･目的につい
て、各コース長に点検を依頼し、年
度末に向けて、これらを総括して検
証する。

教育学研究科の理念・目的を大学構
成員に周知するとともに、社会に公
表する。

教育学研究科の目的・理念を、ホー
ムページ及び紙媒体によって、入試
広報とあわせて、周知をはかる。

教育学研究科の将来構想を検討す
る。

敎育臨床心理学コースを中心に、教
育学研究科の改組を検討する。

内部質保証の推進に責任を負う全学的
な体制と連動して、教育学研究科として
体制を整備するとともに、内部質保証の
ための研究科の方針及び手続きを明示
する。

自己点検・評価担当教員を中心に、
教育学研究科における内部質保証の
ための方針や手続きを明示する。

教育学研究科の内部質保証に向けた
システムが有効に機能しているか検
証する。

自己点検・評価担当教員が、教育学
研究科における内部質保証システム
が有効に機能しているかを検証す
る。

教育学研究科としての教育課程の編
成・実施方針に基づき、必要な授業
科目を適切に設定し、教育課程を体
系的に編成する。

教育学研究科としての教育課程の編
成・実施方針に基づき、必要な授業
科目を適切に設定し、教育課程を体
系的に編成する。

教育学研究科としての教育目標に基
づく学位授与方針を、公的刊行物や
ホームページ等によって、教職員及
び学生に周知し、社会に公表する。

教育学研究科としての教育目標に基
づく学位授与方針について、広報担
当教員を中心に、履修要覧やホーム
ページ等によって、教職員及び学生
に周知し、社会に公表する。

教育学研究科としての教育目標・学
位授与方針に基づく教育課程の編
成・実施方針を、公的刊行物やホー
ムページ等によって、教職員及び学
生に周知し、社会に公表する。

教育学研究科としての教育目標、学
位授与方針及び教育課程の編成・実
施方針の適切性について、定期的に
検証する。

教育学研究科としての教育目標、学
位授与方針及び教育課程の編成・実
施方針の適切性について、自己点
検・評価担当を中心に、定期的に検
証する。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　教育学研究科

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づき、人材
育成の目的、その他の教育研究上
の目的を適切に設定し公表すると
ともに、それを実現するために将
来を見据えた中・長期の計画その
他の諸施策を明確にする。

中　期　目　標 中　期　計　画

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

教育学研究科における教育研究活
動、自己点検・評価結果、その他の
諸活動の状況等を、ホームページ等
で公表する。

広報担当教員を中心に、教育学研究
科における教育研究活動、自己点
検・評価結果、その他の諸活動の状
況等を、ホームページ等で公表す
る。

教育学研究科における内部質保証シ
ステムの適切性を定期的に点検・評
価を行い、その結果をもとに改善・
向上に努める。

自己点検・評価担当教員を中心に、
教育学研究科における内部質保証シ
ステムの適切性を定期的に点検・評
価を行い、その結果をもとに改善・
向上に務める。

教育学研究科の教育研究組織につい
て、定期的に点検・評価を行い、そ
の結果をもとに改善・向上に向けた
取り組みを行う。

教育学研究科の教育研究組織につい
て、自己点検・評価担当教員を中心
に、定期的に点検・評価を行い、そ
の結果をもとに改善・向上に向けた
提案を行う。

計画：平成30年5月18日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

教育学研究科としての教育目標・学
位授与方針に基づく教育課程の編
成・実施方針を、広報担当教員を中
心に、履修要覧やホームページ等に
よって、教職員及び学生に周知し、
社会に公表する。



教育臨床心理学コースにおいて、
コースワークとリサーチワークを組
み合わせた教育を積極的に実施して
いる。他コースでも、必要に応じて
実施している。

◎ ◎

上記の通りである。 ◎ ◎

教育学研究では、アクティブラーニ
ングの実施を積極的に実施してい
る。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

教育学研究科では、情報ネットワー
クの利用やキャンパス外教育など、
多様な手段を導入している。

◎ ◎

上記の通りである。 ◎ ◎

教育学研究科では、授業の目的、到
達目標、授業内容・方法、授業計
画、成績評価方法・基準等を明らか
にしたシラバスを、統一した書式で
作成して公表している。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

教育学研究科では、シラバスの内容
と授業内容・方法との整合性のある
授業を実施している。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

単位制度の実質化に向けて、学生の
自主的学習を進め、厳格な成績評価
を実施している。

◎ ◎

上記の通りである。 ◎ ◎

教育学研究科で設定している学位授
与方針にのっとり、適切に学位授与
を行う。

〇 〇

教育学研究科で設定している学位授
与方針にのっとり、適切に学位授与
を行っている。

◎ ◎

学生の半期ごとの研究報告会を、教
育成果の検証の機会とし、それにも
とづいて、授業の内容や方法の改善
をはかっている。

◎ ◎

上記の通りである。 ❍ ❍

教育学研究科としての研修・研究の
機会を設ける予定である。

× ×

教育学研究科として教育内容、教育
方法を含めた自己点検・評価のFD研
修会を実施した。

❍ ❍

教育学研究科における、学位授与に
あたっての学位論文審査の基準は明
示しており、その適切性を、学位審
査会の機会に検証する予定である。

〇 〇

教育学研究科における、学位授与に
あたっての学位論文審査の基準は明
示しており、その適切性を、学位審
査会の機会に確認した。

❍ ❍

教育学研究科として策定した学生受
け入れ方針（アドミッションポリ
シー）を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知し、社会に公表
している。

◎ ◎

教育学研究科として策定した学生受
け入れ方針（アドミッションポリ
シー）を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知し、社会に公表
している。

◎ ◎

教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づき、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を行って
いる。

◎ ◎

教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づき、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を行って
いる。

◎ ◎

教育学研究科として適切な定員設定
となっているか検討しつつ、在籍者
数を適切に管理する。

❍ ❍

コースワークとリサーチワークを適
切に組み合わせた大学院教育を行
う。

教育目標の達成に向けた授業形態、
学生の主体的参加を促す授業方法
（アクティブラーニング）など、学
修指導を充実する。

教育効果を上げるための多様な手段
の導入と情報ネットワークを利用し
た教育システムへ展開し、キャンパ
ス外教育を推進する。

授業の目的、到達目標、授業内容・
方法、授業計画、成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを、統
一した書式で作成し、公表する。

シラバスの内容と授業内容・方法と
の整合性を取り、シラバスに基づく
授業を行う。

求める学生像、学生の受け入れ方針
（アドミッションポリシー）を設定
し、公的刊行物やホームページ等に
よって、受験生に周知し、社会に公
表する。

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

厳格な成績評価を実施するシステム
と制度を構築し、学生学修力の向上
と教育の質の改善を図り、単位制度
の趣旨に基づく成績評価、単位認定
を適切に行う。

学修成果を測定するための評価指標
（ルーブリック評価など）を適切に
設定し、学位授与（卒業・修了認
定）を適切に行う。

授業評価アンケートや相互授業参観
などにより、教育成果について定期
的な検証を行い、その結果を授業の
内容及び方法の改善に反映させる。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、組織的な研修・研究の機会を設
ける。

学位授与にあたり学位論文審査の基
準を適切に設定し、学生に明示す
る。

教育学研究科としての適切な定員を
設定しており、それにもとづいて在
籍者数の管理を適切に実施してい
る。

教育学研究科としての適切な定員設
定にもとづく、在籍者数の適切な管
理を継続する。

教育学研究科として策定した学生受
け入れ方針（アドミッションポリ
シー）を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知し、社会に公表
する。

教育学研究科として策定した学生受
け入れ方針（アドミッションポリ
シー）を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知し、社会に公表
する。

教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づき、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を行う。

教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づき、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を行う。

教育学研究科で設定している学位授
与方針にのっとり、適切に学位授与
を行う。

教育学研究科で設定している学位授
与方針にのっとり、適切に学位授与
を行う。

教育成果の検証機会を設けて、その
結果を、授業の内容や方法の改善を
はかる。

学生の半期ごとの研究報告会を、教
育成果の検証の機会とし、それにも
とづいて、授業の内容や方法の改善
をはかる。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、教育学研究科としての研修・研
究の機会を設ける。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、教育学研究科としての研修・研
究の機会を設ける。

単位制度の実質化に向けて、学生の
自主的学習を進め、厳格な成績評価
を、継続実施する。

単位制度の実質化に向けて、学生の
自主的学習を進め、厳格な成績評価
を、継続実施する。

教育学研究科教育臨床心理学コース
は、コースワークとリサーチワーク
を組み合わせた教育を実施している
ので、これを継続する。他のコース
については、必要に応じて、それを
行う。

教育学研究科教育臨床心理学コース
は、コースワークとリサーチワーク
を組み合わせた教育を実施している
ので、これを継続する。他のコース
については、必要に応じて、それを
行う。

教育学研究科では、学生の主体的参
加を促す授業方法（アクティブラー
ニング）などを実施しており、それ
を一層充実する。

教育学研究科では、学生の主体的参
加を促す授業方法（アクティブラー
ニング）などを実施しており、それ
を一層充実する。

教育学研究科では、教育効果を上げ
るため、情報ネットワークの利用、
キャンパス外教育など、多様な手段
を導入した教育システムへ展開して
おり、これを継続、推進する。

教育学研究科では、教育効果を上げ
るため、情報ネットワークの利用、
キャンパス外教育など、多様な手段
を導入した教育システムへ展開して
おり、これを継続、推進する。

教育学研究科では、学位授与にあ
たっての学位論文審査の基準を適切
に設定し、学生に明示しており、そ
の適切性を検証する。

教育学研究科における、学位授与に
あたっての学位論文審査の基準の適
切性を、学位審査会の機会に検証す
る。

教育学研究科では、授業の目的、到
達目標、授業内容・方法、授業計
画、成績評価方法・基準等を明らか
にしたシラバスを、統一した書式で
作成して公表しており、より一層の
充実をはかる。

教育学研究科では、授業の目的、到
達目標、授業内容・方法、授業計
画、成績評価方法・基準等を明らか
にしたシラバスを、統一した書式で
作成して公表しているが、より一層
の充実をはかる。

教育学研究科では、シラバスの内容
と授業内容・方法との整合性のある
授業を実施しているが、これを継
続、推進する。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）

教育学研究科では、シラバスの内容
と授業内容・方法との整合性のある
授業を実施しているが、これを継
続、推進する。



上記の通りである。 ❍ ❍

教育学研究科としての学生の受け入
れの適切性について、入試合否判定
会議の機会に点検・評価を行い、そ
の結果をもとに改善・向上に向けた
取り組みを行っている。

❍ ❍

上記の通りである。 ❍ ❍

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、教育学
研究科の教員組織の編制は現行で運
営することとし、大学院学則は現行
のものとする。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

教員組織は、教育課程に沿って整備
されており、また授業科目と担当教
員の資格・適合性も、明確となって
いる。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きは明確であり、引き
続き、適切な教員人事を行ってい
る。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

全学的なＦＤ活動と連携してＦＤを
実施し、教員の資質向上を図っい
る。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

教育研究活動等、教員組織の適切性
について、今後、点検・評価を行
う。

× ×

内部質保証に向けた自己点検・評価
の一環として教員組織の適切性につ
いて確認した。

❍ ❍

学生担当教員は、学生に対する修学
支援、生活支援、進路支援など、学
生支援に関する方針を明示してい
る。

◎ ◎

学生担当教員は、学生に対する修学
支援、生活支援、進路支援など、学
生支援に関する方針を明示してい
る。

◎ ◎

全学における学生の学修意欲喚起や
学修時間の確保に向けての学修e-
ポートフォリオの導入に連動して、
学修支援を推進する用意がある。

△ △

上記の通りである。 △ △

学生の状況把握はよくできている。 ◎ ◎

上記の通りである。 ◎ ◎

障がいのある学生はいないが、対応
用意はできている。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

全学と連携して、奨学金等を通じた
経済的支援の充実を図り、安定した
学生生活の実現に努めている。

◎ ◎

上記の通りである。 ◎ ◎

全学的に行われる各種の研修会等を
通じて、心身の健康保持・増進及び
安全・衛生への配慮を喚起するとと
もに、全学として設置されているハ
ラスメント防止委員会と連携して、
学生の人権を保障し、ハラスメント
防止のための措置を適切に行ってい
る。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

キャリア支援や進路選択に関する指
導・ガイダンスを実施している。

〇 〇

学生の受け入れの適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、各学部･
研究科等の教員組織の編制に関する
方針を明示にする。

学生学修意欲喚起や学修時間の確保に
向けての学修e-ポートフォリオの導入
で、学修支援を推進する。

留年者及び休・退学者の状況を把握し、
低減に向けての部局での方策を検討
し、適切に対処する。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

奨学金等をを通じた経済的支援の充実
を図り、安定した学生生活の実現に努め
る。

教育課程・編制方針に基づき、教育
研究活動を展開するため、授業科目
と担当教員の資格・適合性を明確に
して、教員組織を適切に編制する。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施
し、教員の資質向上及び教員組織の
改善・向上を図る。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを

全学と連携して、奨学金等を通じた経済
的支援の充実を図り、安定した学生生
活の実現に努める。

全学と連携して、奨学金等を通じた経
済的支援の充実を図り、安定した学生
生活の実現に努める。

全学的な取り組みと連携して、心身の健
康保持・増進及び安全・衛生へ配慮す
るとともに、学生の人権を保障し、ハラス
メント防止のための措置を適切に行う。

全学的に行われる各種の研修会等を
通じて、心身の健康保持・増進及び安
全・衛生への配慮を喚起するとともに、
全学として設置されているハラスメント
防止委員会と連携して、学生の人権を
保障し、ハラスメント防止のための措置
を適切に行う。

全学的な取り組みと連携して、キャリア
支援や進路選択に関する指導・ガイダ

学生担当教員は、キャリア支援や進路
選択に関する指導・ガイダンスを実施

学生担当教員は、留年者および休・
退学者の状況を調査して、適切に対
処する。

学生担当教員は、留年者および休・
退学者の状況調査を踏まえて、適切
に対処する。

障がいのある学生に対する修学支援措
置を適切に行うものとする。

学生担当教員を中心に、障がいのある
学生に対して、適切な修学支援を行う。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

自己点検・評価担当教員を中心に、
教育研究活動等、教員組織の適切性
について、年度末を目途に、点検・
評価を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

学生担当教員は、学生に対する修学
支援、生活支援、進路支援など、学生
支援に関する方針を明示する。

全学における学生の学修意欲喚起や学
修時間の確保に向けての学修e-ポート
フォリオの導入に連動して、学修支援を
推進する。

全学における学生の学修意欲喚起や
学修時間の確保に向けての学修e-
ポートフォリオの導入に連動して、学修
支援を推進する。

教員組織は、教育課程に沿って整備
されており、また授業科目と担当教
員の資格・適合性も、明確となって
いるので、引き続き、これにもとづ
き適正に配置する。

教員組織は、教育課程に沿って整備
されており、また授業科目と担当教
員の資格・適合性も、明確となって
いるので、引き続き、これにもとづ
き適正に配置する。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きは明確であり、引き
続き、適切な教員人事を行う。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きは明確であり、引き
続き、適切な教員人事を行う。

全学的なＦＤ活動と連携してＦＤを
実施し、教員の資質向上を図る。

全学的なＦＤ活動と連携してＦＤを
実施し、教員の資質向上を図る。

る。
理を継続する。

教育学研究科としての学生の受け入
れの適切性について定期的に点検・
評価を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

教育学研究科としての学生の受け入
れの適切性について、入試合否判定
会議の機会に点検・評価を行い、そ
の結果をもとに改善・向上に向けた
取り組みを行う。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、教育学
研究科の教員組織の編制に関する方
針を明示することを検討する。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、教育学
研究科の教員組織の編制に関する方
針を定めるため、大学院学則の検討
を行う。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。



上記の通りである。 ❍ ❍

学生支援の適切性について定期的に
点検・評価し、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行って
いる。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

十分実施している。 〇 〇

十分実施している。 ❍ ❍

実施していない。 × ×

実施していない。 × ×

①全学的に行われる戦略的な大学改
革の推進に、教育学研究科として連
携して活動している。
②全学的に行われる、センター・委
員会組織の機能強化、組織・制度改
革の検討に、教育学研究科として連
携して活動している。
③全学的に行われる、FD・SD活動の
活性化と学内外での教職員研修の推
進による資質の向上に、教育学研究
科として連携して活動している。
④全学的に行われる、実効性ある教
職員業績評価制度の推進に基づく活
力ある組織への転換に、教育学研究
科として連携して活動している。

〇 〇

上記の通りである。 〇 〇

①全学的に行われる、3ポリシーに
基づく教養・専門教育カリキュラム
の体系化、スリム化など抜本的な改
革に、教育学研究科として連携して
活動している。
②全学的に行われる、ICT教育やア
クティブラーニング、PBLなどの主
体的学びによる教育の質転換に基づ
く、特色ある教育で学生の成長の推
進に、教育学研究科として連携して
活動している。
③全学的に行われる、学部混合型初
年次教育プログラム「スタートアッ
プ就実」の導入、社会を意識した学
び、学修支援体制の強化に、教育学
研究科として連携して活動してい
る。
④全学的に行われる、多様な学生の
個性・強みを伸ばし、時代の変化に
も適応できる実地有用の人材の育成
に、教育学研究科として連携して活
動している。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

全学的に行われる、学生支援体制の
強化に、教育学研究科として連携し
て活動している。

〇 〇

上記の通りである。 ❍ ❍

①全学的に行われる、研究ブラン
ディング事業に、教育学研究科とし
て連携して活動している。
②全学的に行われる、若手研究者の
支援体制の強化に、教育学研究科と
して連携して活動している。

〇 〇

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

社会へのサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学外組
織との連携協力による教育研究を推進
し、教育研究成果を適切に社会に還元
する。

グローバル化促進として、留学生の積極
的な受け入れ、さらに外国人研究者活
躍の場を広げ、本学の構成員の国際的
活動能力の向上を図る。

①学内外の情報収集・解析に基づく戦
略的な大学改革を推進し、エビデンスの
可視化、周知と相互理解を図り、組織的
活動をPDCAサイクルで活性化する。
②センター・委員会組織の機能強化、全
学的な組織・制度改革を検討し、教職協
働を促進して、中期目標計画を着実に
実行する。
③事務組織の充実・効率的な運営、FD・
SD活動の活性化と学内外での教職員研
修の推進による資質の向上を図る。
④実効性ある教職員業績評価制度を推
進して、活力ある組織への転換を図る。

①3ポリシーに基づく教養・専門教育カリ
キュラムの体系化、スリム化など抜本的な
改革を実施する。
②ICT教育やアクティブラーニング、PBL
などの主体的学びによる教育の質転換
を図り、特色ある教育で学生の成長を推
進する。
③学部混合型初年次教育プログラム「ス
タートアップ就実」の導入、社会を意識し
た学び、学修支援体制を強化する。
④基礎力診断を継続実施して、多様な
学生の個性・強みを伸ばし、時代の変化
にも適応できる実地有用の人材を育成
する。

①学生生活実態調査に基づいて、大学
施設の計画的な整備、学生の活動を支
援するキャンパスアメニティを充実させ、
学生の満足度向上を図る。
②キャリア支援の強化、学生相談室によ
るメンタルサポートと障がい学生への支
援体制を強化、e-ポートフォリオの運用
促進などによるきめ細かな学生支援を推
進する。

①教員研究力の向上・活性化を図り、本
学の魅力や強み・特色を明確に打ち出
して広報活動を展開し、新たな価値を創
出して地域活性化に繋がる全学的な研
究ブランディング事業に取り組む。②大
型補助金の戦略的獲得、外部研究資金
獲得の促進、学部横断共同プロジェクト
や産学官連携促進、学内競争的資金制

①全学的に行われる、研究ブラン
ディング事業に、教育学研究科とし
て連携して活動する。
②全学的に行われる、若手研究者の
支援体制の強化に、教育学研究科と
して連携して活動する。

①全学的に行われる、研究ブラン
ディング事業に、教育学研究科とし
て連携して活動する。
②全学的に行われる、若手研究者の
支援体制の強化に、教育学研究科と
して連携して活動する。

①全学的に行われる、3ポリシーに基
づく教養・専門教育カリキュラムの
体系化、スリム化など抜本的な改革
に、教育学研究科として連携して活
動する。
②全学的に行われる、ICT教育やアク
ティブラーニング、PBLなどの主体的
学びによる教育の質転換に基づく、
特色ある教育で学生の成長の推進
に、教育学研究科として連携して活
動する。
③全学的に行われる、学部混合型初
年次教育プログラム「スタートアッ
プ就実」の導入、社会を意識した学
び、学修支援体制の強化に、教育学
研究科として連携して活動する。
④全学的に行われる、多様な学生の
個性・強みを伸ばし、時代の変化に
も適応できる実地有用の人材の育成
に、教育学研究科として連携して活
動する。

①全学的に行われる、3ポリシーに
基づく教養・専門教育カリキュラム
の体系化、スリム化など抜本的な改
革に、教育学研究科として連携して
活動する。
②全学的に行われる、ICT教育やア
クティブラーニング、PBLなどの主
体的学びによる教育の質転換に基づ
く、特色ある教育で学生の成長の推
進に、教育学研究科として連携して
活動する。
③全学的に行われる、学部混合型初
年次教育プログラム「スタートアッ
プ就実」の導入、社会を意識した学
び、学修支援体制の強化に、教育学
研究科として連携して活動する。
④全学的に行われる、多様な学生の
個性・強みを伸ばし、時代の変化に
も適応できる実地有用の人材の育成
に、教育学研究科として連携して活
動する。

全学的に行われる、学生支援体制の
強化に、教育学研究科として連携し
て活動する。

外国人研究者との教育研究の連携を
推進し、教育学研究科の国際的活動
能力の向上を図る。

外国人研究者との教育研究の連携を
推進し、教育学研究科の国際的活動
能力の向上を図る。

全学的に行われる、学生支援体制の
強化に、教育学研究科として連携し
て活動する。

①全学的に行われる戦略的な大学改
革の推進に、教育学研究科として連
携して活動する。
②全学的に行われる、センター・委
員会組織の機能強化、組織・制度改
革の検討に、教育学研究科として連
携して活動する。
③全学的に行われる、FD・SD活動の
活性化と学内外での教職員研修の推
進による資質の向上に、教育学研究
科として連携して活動する。
④全学的に行われる、実効性ある教
職員業績評価制度の推進に基づく活
力ある組織への転換に、教育学研究
科として連携して活動する。

①全学的に行われる戦略的な大学改
革の推進に、教育学研究科として連
携して活動する。
②全学的に行われる、センター・委
員会組織の機能強化、組織・制度改
革の検討に、教育学研究科として連
携して活動する。
③全学的に行われる、FD・SD活動の
活性化と学内外での教職員研修の推
進による資質の向上に、教育学研究
科として連携して活動する。
④全学的に行われる、実効性ある教
職員業績評価制度の推進に基づく活
力ある組織への転換に、教育学研究
科として連携して活動する。

し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを
実施する。

教育学研究科における学生支援の適
切性について定期的に点検・評価
し、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

学生担当教員を中心に、学生支援の
適切性について定期的に点検・評価
し、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

支援や進路選択に関する指導・ガイダ
ンスを実施する。

選択に関する指導・ガイダンスを実施
する。

行政や学校園など学外組織との連携
協力により、教育学研究科における
教育研究を推進し、教育研究成果を
適切に社会に還元する。

行政や学校園など学外組織との連携
協力により、教育学研究科における
教育研究を推進し、教育研究成果を
適切に社会に還元する。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。
（１）組織的な大学改革への取り
組みと活力ある組織への転換によ
る教学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学
生の成長を促進する教育改革と多
様性豊かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化による学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革によ
る優秀な学生の確保と効果的な入
試広報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の
向上・活性化によるイノベーショ
ン創出とグローバル化推進

【平成３０年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。



上記の通りである。 ❍ ❍

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

や産学官連携促進、学内競争的資金制
度や褒賞制度を充実し、若手研究者の
支援体制を強化する。③学生の海外留
学や留学生を増やすための支援体制を
整備・強化し、グローバル化を推進する。

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載す
る。


